
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援教室の時間割の調整 

教材・教具の調整、教材の作成 

巡回指導教員は、特別支援教室で指導すると 
ともに、在籍学級での指導や支援も行います。 

巡回指導教員 

 

都立特別支援学校 
特別支援教育コーディネータ－ 

【校内委員会の委員構成】 
校長、副校長、特別支援教育コーディネーター、
巡回指導教員、対象児童の学級担任・学年主任、
養護教諭、生活指導主任、教務主任、専門家、 
その他必要と思われる者 

巡回指導教員 

（１校２～３人・週１～２日程度） 

特別支援教室専門員 

（１校１人・週４日） 

巡回指導教員による観察記録の作成・報告 

巡回指導教員・学級担任の指示に基づく学習支援 

臨床発達心理士等 

（１校・年間約１０回） 

巡回指導教員 

都立特別支援学校 
特別支援教育コーディネータ－ 
（随時） 

児童・生徒の⾏動観察、 

在籍学級での指導 

 

特別支援教室に関わる 

主な先生たち 

巡回指導教員による指導記録の作成・報告 

巡回指導教員の指示に基づく学習支援 

助言 
 

学級担任 

 

在籍学級担任 
 指導対象の児童・生徒は、週に１～８時間、校内に設置

された特別支援教室へ「特別な指導」を受けに行きます。 

校長 

 ・ 

学級の様子を観察し、対象児
童・生徒が抱える困難さの状
況や、指導すべき内容を詳細
に把握します。 

指導の工夫 
 

 特別支援教室利用の申請について検討 

（指導目標・指導方針・指導時間の設定） 

 特別支援教室利用の終了について検討 

 校内研修  
巡回指導教員や特別支援学校の教員等が講師とな

り、事例研究等も含めた研修を行います。 

 授業研究  
通常の学級の授業研究において、特別支援教室を

利用する児童・生徒を含めた、全ての児童・生徒が

興味・関心をもって意欲的に学習に取り組める授業

の在り方を検討し、特別支援教育の理解を深めます。 

 OJT 
巡回指導教員が学級担任とチーム・ティーチング

を行う際、学級担任は巡回指導教員から児童・生徒

の実態把握の方法や指導の手だて、教材や補助具の

作り方と活用の仕方などを学びます。 

 

 特別支援教室で受けている特別な指導が、在籍

学級でどのように生かされているかを学級担任

と巡回指導教員と保護者で共有します。 

 学校と家庭が連携した取り組みができるよう

に、家庭で短時間でできることを紹介します。 

連携   
 

特別支援教育コーディネータ－ 

対象児童・生徒が在籍している学級  

「特別な指導」の目的は、在籍学級において児童・生徒が抱
えている困難さを改善することによって、児童・生徒が在籍
学級で有意義な学校生活を送れるようになることです。 

小金井市教育相談所 
臨床心理士 
（随時） 

副校長 

 

指
導 

臨床発達心理士等 

特別支援教室に関わる先生たちが協働して、多面的に

児童・生徒の状況を把握し、情報を共有します。 

児童・生徒が抱える困難さや課題の

改善又は克服にターゲットをしぼ

った指導を必要な期間行います。 

特別支援教室  

小金井市教育相談所臨床心理士 

One for all, All for one 

日程調整・連絡 

検討事項等の記録の作成・報告 

専門家による助言  校内委員会  

特別支援教室専門員 

教員の理解促進と指導力向上  

在籍学級や特別支援教室で⾏動観察を⾏い、

巡回指導教員・在籍学級担任等に指導上の配

慮について助言します。 

日程調整・連絡 

助言等の記録の作成・報告 

指導対象の児童・生徒は、特別支援教室で学んだ 
ことを在籍学級で生かします。 

学校と家庭（保護者）との連携  

特別支援教室専門員 

ストーリー性のあ
る本を読み聞かせ 

トランポリンで 
体幹・リズム感 

特別支援教室での成果を踏ま
え、在籍学級において必要と
なる配慮点等を明らかにし
て、適切に助言します。 

音読指導アプリ
で読み練習 

感想等の記録の作成・報告 

（例） 

個別指導計画に基づく具体的
な指導の内容が、対象児童・
生徒に適切であるのかを丁寧
に見ていきます。 

特別支援教室専門員 


